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本
調
査
は
食
品
関
係
企
業
の
景
況
動

向
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
、一
九
九
七

年
よ
り
全
国
の
約
七
〇
〇
〇
社
の
企
業

を
対
象
に
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、二
〇
一
七
年
下
半
期（
二
〇

一
八
年
一
月
一
日
時
点
）景
況
動
向
と
共

に
、Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
受
け
た
農
場
な
ど
で

生
産
さ
れ
た
農
産
物（
以
下
、Ｇ
Ａ
Ｐ
関

連
農
産
物
）の
取
り
扱
い
状
況
を
調
査

し
ま
し
た
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
に
つ
い
て

　
課
題
は
必
要
性
の
認
識
と
コ
ス
ト

　

Ｇ
Ａ
Ｐ（Good Agricultural Practice

）

と
は
農
業
に
お
い
て
、食
品
安
全
、環
境

保
全
、労
働
安
全
な
ど
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工
程
管
理
の

取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

農
業
者
や
産
地
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、結
果
と
し
て
持
続
可

能
性
の
確
保
、競
争
力
の
強
化
、品
質
の

向
上
、農
業
経
営
の
改
善
や
効
率
化
に

資
す
る
と
と
も
に
、消
費
者
や
実
需
者

の
信
頼
の
確
保
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

食
品
関
係
企
業
へ
Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産

物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、五
〇
・
五
％
が「
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
知
ら
な

い
」と
回
答
し
ま
し
た（
図
１
）。

　

ま
た
、Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
を「
取
り

扱
う
予
定
は
な
い
」が
二
八
・
六
％
で
、

「
取
り
扱
っ
て
い
る
」六
・
四
％
と「
今
後

取
り
扱
う
予
定
」一
四
・
五
％
を
合
わ
せ

た
二
〇
・
九
％
を
上
回
り
ま
し
た
。Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
認
知
し
て
い
て
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
関

連
農
産
物
の
取
り
扱
い
に
は
積
極
的
で

は
な
い
と
の
考
え
が
優
勢
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、小
売
業
の
み
、Ｇ

Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
を「
取
り
扱
っ
て
い

る
」ま
た
は「
今
後
取
り
扱
う
予
定
」と

の
回
答
が
、「
取
り
扱
う
予
定
は
な
い
」を

上
回
り
、小
売
業
は
他
業
種
に
比
べ
Ｇ
Ａ

Ｐ
関
連
農
産
物
を
積
極
的
に
取
り
扱
う

姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
を「
取
り
扱
っ
て

い
る
」ま
た
は「
今
後
取
り
扱
う
予
定
」と

回
答
し
た
方
に
、取
り
扱
う
農
産
物
の

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
種
類（
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
・
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
）を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
種
類
ま
で
検
討
し
て
い
な

い
」が
三
二・六
％
と
最
も
多
く
、約
三
割

の
食
品
関
係
企
業
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
種

類
を
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た（
図
２
）。ま
た
、次
い
で「
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
認
証
を
取
得
し
、生
産
し
た
農
産

物
」が
三
〇
・
六
％
、「
都
道
府
県
が
策
定

し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
み
、生
産
し
た
農

産
物
」が
二
八・七
％
、「
生
協
、Ｊ
Ａ
な
ど

の
団
体
が
策
定
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組

み
、生
産
し
た
農
産
物
」が
二
八・二
％
と

ほ
ぼ
横
並
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、卸
売
業
で
は「
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
取
得
し
、生
産
し
た
農

産
物
」、小
売
業
で
は「
生
協
、Ｊ
Ａ
な
ど

の
団
体
が
策
定
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組

み
、生
産
し
た
農
産
物
」の
回
答
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

食品関係企業の5割は
「GAPを知らない」と回答
景況DIマイナス幅拡大も
18年上半期は上昇の見通し

東京五輪の食材調達基準としてＧＡＰ認証などが求め
られており、ＧＡＰは、生産者のみならず食品関係企業に
とっても大きな課題になっています。そこで、対応などを
調査しました。

日本 政 策 金 融 公 庫 ◦ 農 林 水 産 事 業

Report on research
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Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
を「
取
り
扱
っ
て

い
る
」ま
た
は「
今
後
取
り
扱
う
予
定
」と

回
答
し
た
方
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
を

取
り
扱
う
メ
リ
ッ
ト
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
生
産
工
程
の
明
確
さ
を
消
費
者
や
販

売
先
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
」が
い
ず
れ
の
業
種

で
も
最
多
回
答
と
な
り
ま
し
た（
図
３
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
基
準
を
満

た
し
た
農
産
物
は
消
費
者
や
販
売
先
に

プ
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
る
と
捉
え
て
い

る
食
品
関
連
企
業
が
多
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
を「
取
り
扱
う
予

定
は
な
い
」と
回
答
し
た
方
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ

関
連
農
産
物
を
取
り
扱
う
上
で
の
課
題

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
現
在
の
流
通
に
お

い
て
、必
要
性
を
感
じ
な
い
」が
四
二
・

三
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
コ
ス
ト（
経

費・手
間
）の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
」が
四

一・
一
％
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
概
念
が
消
費
者
に

浸
透
し
て
い
な
い
」が
三
七・八
％
、「
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
取
得
し
た
生
産
者
が
少
な
い
」

が
三
五
・
二
％
と
な
り
ま
し
た（
図
４
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農

産
物
の
取
り
扱
い
を
拡
大
さ
せ
る
た
め

に
は
、食
品
関
連
企
業
に
対
し
て
、Ｇ
Ａ

Ｐ
関
連
農
産
物
を
取
り
扱
う
こ
と
で
得

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
正
し
く
周
知
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
言
え
そ
う
で
す
。ま

た
、Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
農
産
物
の
取
り
扱
い
に

伴
う
食
品
関
連
企
業
の
仕
入
れ
コ
ス
ト

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、消
費
者

―2017年下半期 食品産業動向調査―
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の
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
対
す
る
認
知
不
足
、Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
取
得
の
生
産
者
の
不
足
な
ど
、今
後

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

景
況
調
査
に
つ
い
て

　
景
況
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大

　

景
況
Ｄ
Ｉ（
売
上
高
、経
常
利
益
、資

金
繰
り
の
各
Ｄ
Ｉ
の
平
均
で
、景
況
感
を

示
す
景
況
動
向
指
数
）は
、前
回
調
査
で

二
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
値
に
転
じ
ま
し

た
が
、今
回
調
査
で
は
▲
七
・
七
と
さ
ら

に
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
ま
し
た（
図

５
）。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
の
マ
イ
ナ
ス
幅
は
縮
小

し
た
も
の
の
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
、資
金
繰

り
Ｄ
Ｉ
が
い
ず
れ
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
が
四
・
八
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
、マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た

こ
と
が
景
況
Ｄ
Ｉ
を
低
下
さ
せ
た
主
要

因
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

先
行
き
一
八
年
上
半
期
の
景
況
Ｄ
Ｉ

に
つ
い
て
は
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
と
経
常
利
益

Ｄ
Ｉ
が
上
昇
し
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
六
・
六
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
▲
一
・
一
と
マ
イ
ナ
ス
幅

は
縮
小
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
で
は
、一
〇
地
域
全
て
で
前
回

調
査
か
ら
▲
〇
・
七
～
▲
一
七
・
九
幅
で

の
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
り
ま
し
た（
図
６
）。

先
行
き
一
八
年
上
半
期
に
つ
い
て
は
、一

七
年
下
半
期
に
比
べ
、四
国
以
外
の
地
域

で
上
昇
す
る
見
通
し
で
す
。

　

販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
▲

六
・
三
と
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
り

ま
し
た
。販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
七
・
五
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
、一
五
・
一
と
プ
ラ
ス
値
を

維
持
し
て
い
ま
す（
図
７
）。先
行
き
一
八

年
上
半
期
で
は
販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
が
一
一
・

四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
五
・
一
、販
売
価
格

Ｄ
Ｉ
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
一
四
・
六
と
、と

も
に
プ
ラ
ス
値
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
よ
り
一

図１　GAP関連農産物の取り扱いについて

図２　どのGAPの基準を満たした農産物を取り扱っているか（または今後取り扱うか）
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注：図
２
～
４
に
つ
い
て
、回
答
が
一
定
数
に
達

し
な
か
っ
た
飲
食
業（
外
食
）と
小
売
業
は
非

公
開
と
し
ま
す
。

︻
調
査
要
領
︼

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
八
年
一
月
一
日

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
付
し
、

郵
送
で
回
収

⃝

調
査
対
象
：
公
庫
の
お
客
さ
ま
を
含
む
全
国

の
食
品
関
係
企
業（
製
造
業
、卸
売
業
、小
売

業
、飲
食
業
）七
〇
〇
七
社

⃝

有
効
回
収
数
：
二
三
五
七
社（
回
収
率
三
三
・

六
％
）

　

う
ち
、製
造
業
一
五
七
七
社
、卸
売
業
五
六

〇
社
、小
売
業
一
七
〇
社
、飲
食
業
五
〇
社

七
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
五
五
・
一
と
な

り
ま
し
た（
図
８
）。先
行
き
一
八
年
上
半

期
で
は
四
四
・
九
と
一
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト

低
下
す
る
も
、依
然
と
し
て
大
幅
な
プ
ラ

ス
値
が
続
く
見
込
み
で
す
。

　

雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、調
査
開
始
以
降

で
最
大
の
四
一
・
二
と
な
り
、深
刻
な
労

働
力
不
足
の
状
況
が
継
続
し
て
い
ま
す

（
図
９
）。先
行
き
一
八
年
上
半
期
の
雇
用

判
断
Ｄ
Ｉ
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
四
〇
・
一
で
、

労
働
力
の
不
足
感
は
高
止
ま
り
す
る
見

込
み
で
す
。

　

設
備
投
資
Ｄ
Ｉ（
一
七
年
下
半
期
時
点

で
の
一
八
年
通
年
の
設
備
投
資
額
の
見

通
し
）は
、前
回
調
査
に
比
べ
三・二
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
た
も
の
の
六
・
七
と
プ
ラ
ス

値
と
な
り
、設
備
投
資
へ
の
積
極
姿
勢
が

続
く
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図
10
）。 

（
情
報
企
画
部　

山
本 

晶
子
）

図３　GAP関連農産物を取り扱う上でのメリット図４　GAP関連農産物の取り扱いについての課題
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図５　景況ＤＩの推移

（暦年、半期）

日銀短観（全産業・全規模） 日銀短観（製造業・全規模）
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図７　販売数量DIおよび販売価格DIの推移
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図８　仕入価格DIの推移

（暦年、半期）
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図９　雇用判断DIの推移

（暦年、半期）
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図10　設備投資DIの推移

上段は調査時期、(　）内は見通し年
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